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大
事
な
生
命
の
水
『
宝
水
』
に
つ
い
て 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
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理
事
長 

 

須
田 
 

滉 

 

昔
か
ら
、
寝
る
前
に
飲
む
一
杯
の
水
の
事
を
『
宝
水
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
就

寝
中
の
水
分
不
足
を
防
ぎ
、
朝
方
に
高
く
な
り
や
す
い
血
液
の
粘
着
性
を
少
な
く
し
て
、
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
発
作
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
大
事
な
水
の
こ
と
の
様
で
す
。
ま
る
で

「
宝
も
の
」
の
よ
う
に
あ
り
が
た
い
「
水
」
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

「
水
」
が
、
人
間
の
身
体
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
身
体
に
と
っ
て
「
水
」
は
ど
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

「
水
」
は
主
に

三
つ
の
「
生
命
維
持
に
欠
か
せ
な
い
働
き
」
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
一
） 

栄
養
素
・
酵
素
、
老
廃
物
を
運
ぶ 

（
二
） 

新
陳
代
謝
の
た
め
の
体
内
環
境
を
維
持
す
る 

（
三
） 

汗
と
な
っ
て
体
温
を
一
定
に
調
節
す
る 

 

そ
し
て
水
分
は
一
日
に
一
・
二
〜
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
消
費
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
当
然
そ
の
分
の
水
分
を
補
給
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
身
体
に
い
ろ
い
ろ
な
支
障
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
、
水
の
補
給
が
大
事
に
な
り
ま
す
。 

 

最
近
良
く
言
わ
れ
る
「
魔
の
時
間
帯
」（
早
朝
四
時
か
ら
八
時
ご
ろ
）
が
、
一
番
血
液
の
粘
調

度
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
血
栓
も
出
来
や
す
く
、
起
き
て
か
ら
三
〜
四
時

間
に
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
発
作
が
多
い
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間
の
身
体
の
ほ
ぼ
三

分
の
二
は
水
で
す
。
体
重
の
二
％
の
水
分
が
欠
乏
す
る
と
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
、
八
％
を
失

う
と
め
ま
い
が
お
こ
り
判
断
力
が
低
下
し
ま
す
。
長
生
き
し
て
い
る
方
々
が
、
お
茶

が
好
き
な
の
も
、
お
茶
の
成
分
と
並
行
し
て
、
水
分
を
補
給
し
体
細
胞
の
乾
燥
を
ふ

せ
い
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
水
は
ま
さ
に
「
不
老
長
寿
の
妙
薬
」

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。 

 

『
宝
水
』
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
、
起
き
掛
け
に
飲
む
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
の
刺
激
が
心
身
に
さ
わ
や
か
な
目
覚
め
を
促
し
、
便
通
を
良
く
す

る
か
ら
で
す
。
寝
る
前
に
飲
む
と
、
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
る
の
で
（
夜
中
に
お
手
洗
い

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
）
嫌
が
る
人
が
い
ま
す
が
、
寝
て
い
る
間
は
い
っ

さ
い
口
か
ら
水
分
を
取
ら
な
い
わ
け
で
す
し
、
汗
で
失
わ
れ
る
水
分
は
、
ビ
ー
ル
一

本
分
に
あ
た
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
や
は
り
、
寝
る
前
に
は
、
コ
ッ

プ
一
杯
の
水
を
お
奨
め
し
ま
す
。 

 

入
所
者
の
皆
さ
ん
に
、
是
非
、
寝
る
前
の
水
『
宝
水
』
・
起
き
て
す
ぐ
の
水
を
、

職
員
の
慈
愛
の
こ
も
っ
た
手
で
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。 

               

第 ２ ９ 号 

平成 1８年 

４ 月 発 行 

「
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部
」
発
足 

３月より音楽療法として｢カラオケクラブ｣を発
足致しました。声を発することによって脳への刺
激となり、また咽頭部（のど）が鍛えられ食べ物
の飲み込みがスムーズになること請け合いです。 
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三
月
二
日
・
三
日
の
二
日
間
、
い
わ
き
海
星
高
校
の
男
女
二
名
の
生
徒
が｢

介
護
体
験｣

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
訪
れ
ま
し
た
。
入
居
者
様
と
仲
良
く
会
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

            

三
月
五
日
（
日
）
毎
月
恒
例
の
お
誕
生
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
今
回
三
月
に
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
八
名
（
八
〇
〜
九
二
歳
）
の
方
で
す
。
み
ん
な
で｢

春
の
歌｣

を
唄
っ
て
お
祝
い

し
、
そ
し
て
職
員
に
よ
る｢

桃
太
郎｣

の
劇
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

         

   

三
月
一
三
日
（
月
）
非
難
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
地
下
一
階
厨
房
よ
り
出
火
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
消
化
班
、
通
報
班
、
非
難
誘
導
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
遂
行
し
、
最

後
に
人
数
確
認
し
て
、全
員
が
無
事
非
難
出
来
た
事
を
消
防
隊
長
に
報
告
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

            

三
月
二
三
日
（
木
）
午
前
一
〇
時
よ
り｢

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏｣

を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル｢

キ
ャ
プ
テ
ン
船
水｣

様
も
今
回
で
三
回
目
と
な
り
、
入
居
者
様
も
慣

れ
て
き
た
様
子
で
あ
り
、
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
て
一
緒
に
唄
う
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

         

「
介
護
体
験
」
い
わ
き
海
星
高
校 

「
三
月
誕
生
会
」
全
ユ
ニ
ッ
ト
合
同 

「
避
難
訓
練
」
実
施
し
ま
し
た
。 

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
」
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
様 



金原亭 馬生師匠  
（第 91回いわき寄席 H17.3.3）  
ありがとう 

  いえるあなたに 

     ありがとう 

三遊亭 とん馬師匠  
（第 81回いわき寄席 H15.7.14） 
 

一 笑 一 若 
     

  

古今亭 志ん橋師匠  
（第 85回いわき寄席 H16.3.23） 
 

笑 門 来 福 
  

金原亭 馬生師匠  
（第 91回いわき寄席 H17.3.3）  
 

やさしさと 
    思いやり 
  

古今亭 菊千代師匠  
（第 85回いわき寄席 H16.3.23） 
笑えば 
   しあわせ 
     寄ってくる 

柳家 一九師匠  
（第 85回いわき寄席 H16.3.23） 
 
  誰だって 

  転ぶ 
       

２００６年 望洋荘便り １５頁 

  

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

金
原
亭 
馬
生
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
一
七
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
四
年
六
月
二
五
日 

 
 
 

（
演
目
）
生
徒
の
作
文
、
紙
入
れ
、
三
軒
長
屋 

○
第
五
八
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
一
年
八
月
二
六
日 

 
 
 

（
演
目
）
ら
く
だ
、
唐
茄
子
屋
政
談 

○
第
九
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 
平
成
十
七
年
三
月
三
日 

 
 
 

（
演
目
）
真
田
小
僧
、
二
番
煎
じ
、
品
川
心
中 

                  

三
遊
亭 

と
ん
馬
師
匠
の
作
品
で
す
。 

 

○
第
八
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
七
月
一
四
日 

 
 
 

（
演
目
）
犬
の
目
、
汲
み
た
て
、
宿
屋
の
富 

         

古
今
亭 

志
ん
橋
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
一
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
三
年
四
月
一
八
日 
 
 
 

（
演
目
）
鮑
の
し
、
幾
代
餅 

○
第
五
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
一
〇
年
一
一
月
二
四
日 

 
 
 

（
演
目
）
熊
の
皮
、
居
酒
屋
、
掛
取
り 

○
第
八
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
一
一
月
二
五
日 

（
演
目
）
看
板
の
ピ
ン
、
井
戸
の
茶
碗
、
寿
獅
子
舞
（
踊
） 

        

古
今
亭 

菊
千
代
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
六
五
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
二
年
一
一
月
二
一
日 

 
 
 

（
演
目
）
鼓
ヶ
滝
、
初
天
神 

          

柳
家 

一
九
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
七
三
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
四
年
三
月
七
日 

 
 
 

（
演
目
）
愛
宕
山
、
た
た
き
蟹 

          

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら

 



介
護
老
人
福
祉
施
設 

『
望
洋
荘
』 

 
職
員
紹
介

＆
コ
メ
ン
ト
集 

２００６年 望洋荘便り １６頁 

     

介
護
士 

手
塚 

裕
美 

   

望
洋
荘
で
仕
事
を
始
め
て
約
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ

め
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

入
居
者
の
皆
様
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
自
分
も
少
し
ず
つ
で
す

が
成
長
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
入
居
者
の
皆
様
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

   

介
護
士 

櫻
本 

利
恵 

   

望
洋
荘
で
働
き
早
い
も
の
で
六
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今

ま
で
入
所
者
様
と
接
し
な
が
ら
、
色
々
と
学
ぶ
事
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
入
居
者
様
や
職
員
の
皆
様
に
学
び
、
自

分
自
身
が
成
長
出
来
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

若
い
職
員
が
多
く
、
皆
様
か
ら
パ
ワ
ー
と
刺
激
を
戴
き
な
が

ら
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り｢

介
護
保
険
制
度｣

が
一
部
改

正
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
改
正
で
は
、｢

介
護
予
防｣

と
い
う
言
葉
が
良
く
聞

か
れ
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。｢

介
護
予
防｣

と
は
、
軽
度
の

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
に
対
し
て
、
本
人
が
自
立
で
き
る

よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
身
体
機
能
リ
ハ
ビ
リ
・
口
腔
ケ
ア
・

栄
養
管
理
指
導
な
ど
）
を
中
心
に
介
護
を
必
要
と
し
な
い
よ

う
に
す
る
事
が
目
的
と
な
り
ま
す
。
該
当
者
は｢

要
支
援
１｣

｢

要
支
援
２｣

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
す
。 

 

つ
ぎ
に｢

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス｣

こ
れ
は
地
域
の
特
性
に

対
応
し
柔
軟
性
の
あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
だ
、
い
わ

き
市
で
は
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
代
表
的
な
事
業

と
し
て
は｢

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護｣

で
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
・
訪
問
介
護
な
ど
各
地
域
に
小
規

模
で
多
機
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来
る
施
設
で
す
。
重
度

の
要
介
護
者
で
も
住
み
慣
れ
て
い
る
場
所
（
在
宅
）
で
、
よ

り
永
く
生
活
出
来
る
事
が
目
的
で
す
。
こ
れ
ら
が
新
た
に
創

設
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
当
施
設
に
お
い
て
も
一
部
変
更
及
び
新
た
に
追
加
さ

れ
た
項
目
が
あ
り
ま
す
。（
変
更
・
追
加
は
左
記
の
と
お
り
） 

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
一
日
当
り
の
個
人
負
担
額
） 

 

要
介
護
１ 

六
五
九
円
↓
六
三
九
円 
マ
イ
ナ
ス
二
〇
円 

要
介
護
２ 

七
三
〇
円
↓
七
一
〇
円 
マ
イ
ナ
ス
二
〇
円 

 

要
介
護
３ 

八
〇
〇
円
↓
七
八
〇
円 

マ
イ
ナ
ス
二
〇
円 

 

要
介
護
４ 

八
七
一
円
↓
八
五
一
円 

マ
イ
ナ
ス
二
〇
円 

 

要
介
護
５ 

九
四
一
円
↓
九
二
一
円 

マ
イ
ナ
ス
二
〇
円 

 

新
設
に
な
っ
た
項
目
（
一
日
当
り
の
個
人
負
担
額
） 
 

重
度
化
対
応
加
算 

 
 

一
〇
円 

 
 

入
所
者
の
重
度
化
等
に
伴
う
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

観
点
か
ら
看
護
師
の
配
置
と
夜
間
の
連
絡
体
制
確
保
が

出
来
て
い
る
場
合
の
加
算 

準
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
加
算 

 

五
円 

 
 

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
に
準
ず
る
ケ
ア
（
小
グ
ル
ー
プ
単
位

で
の
ケ
ア
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
居
室
・
基
準

を
満
た
し
た
人
員
配
置
）
を
行
っ
て
い
る
施
設
の
加
算 

以
上
の
項
目
に
変
更
及
び
追
加
が
あ
り
、
入
居
者
様
の
全
員

が
要
介
護
度
に
関
係
な
く
、
一
日
当
り
五
円
（
一
ヶ
月
当
り

一
五
〇
円
）
負
担
が
安
く
な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
生
活
相
談
員
等
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い 

               

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
八
年
四
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

「
介
護
保
険
改
定
」
に
つ
い
て 


